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北海道羅1隔轡地域概査報告

逆瀬川　　清丸＊

　　　　　　　　　　　　R6sum6

PreUmiRary　Geological　Report　of　t亜e　Northem　IDistrict

　　　　　in　t歴e　Ishikari　Coal　Field，Hokkai｛董｛シ

by

Kiyomaru　Sakasegawa

　　　丁益e　geological　survey　of　t鉦e　district　was　carried　out　lwith　la　topographical　map　on

the　scale（）f1：50，000，in220km2in　area．　The　area　lies　in　the　east　of　Fukagawa・niachi．

　　　ム厘ain　formations　composed　this　district　are　divided　into　the　Takikawa　formation　and

the　Kawabata　formation。　They　are　unconformable　and　belong　to　Neogene　Tertiary　in　age．

The　former　makes　a　monoclinal　stfucture　dipPing　below100towards　the　west　whiIe　the

latter　have　one　anticline　and　two　synclines　with　steep　dips，the　axes　ruming　from：NW　to

SE．

　　　1Thelshikarigr。upbel・nged・t・Pale・geneTertiaryinageisexp・sedbnlyinthe

westofMt．Otoe－yamainasmallarβa．
　　　The　Kamuikotan　metamorphics　of　pre－Tertiary　age　are　distributed　in　the　eastem

upland．
　　　Andesites　and　baもalt　exposed　in　the　central　par㌻of　the　district　are　intruded　intoα

cOvertheTertiaryfom・ations。
　　　The　Ishikari　group　which　intercalates　many　workable　coal　seams　are　considere（1tq

也c。veredunc。nf。rmablybytheTakikawaf・rmati・ninthewestemarea・ftheNaidaibe

fault，butitisd・ubtfulthatthelshikarigr・upisdeve1・pedundertheKawabataf・rmati・n
in　the　eastem、area　of　the∫ault．　Even　if　the　Ishikari　group　is　concealed　under　the　K：awa．

bataf。rmati・n，thegr・up葡uldlieindepththec・nsiderabledeeperthanw・rkablelimit・
infe血gfr・mthege・1・gicalstructure・ftheKawabataf・mati・n・

要　　旨

　石狩炭田の北辺部にあたる本調査区域は，その大部分

が新第三系の滝川・川端両累層や，イルムケヅプ火山の

噴出による安山岩ならびにその砕暦岩からなつており，．

石狩層群はこれらの岩層に覆われていで，いわゆる予想

炭田と称すべき地域である。

　本調査においては川端・滝川両累層の構造を究明して

その下位に石狩層群が伏在するか否か，伏在するとすれ

ばその深度はどれくらいかを推測することを主目的とし

て，昭和26・27年度の2回にわたつて調査した。

　調査員：　通商産業技官　逆瀬川清丸

　　　　　　　同　　上　　小島　光夫

期間・第・岬摩口舞§羅昌／6・日間

　　　　　　第2次｛町ロ舞鴇粥｝22日間

＊燃料部

精　　度：　地理調査所発行の5万分の1地形図によ

　　　　　　　る概査。

　調査区裁：　多度志川を北限とし，神居古灌を車縁部

　　　　　　　とする東西約10km，南北約24km，面

　　　　　　　積約220km2

　調査地域には滝川累層・川端累層・石狩層群および神

居古溝変成岩類のほか，神居古澤牽成岩類を貫ぬく蛇紋

岩や，滝川累層堆積末期の安山岩や玄武岩が露出してい

る。これらのうち滝川累層と川端累層とが調査地域の大

部分を占め，石狩層群はきわめて小範囲に露出している

にすぎない。

　神居古灌変成岩類は調査地域の東縁部をほ虻NNW阿

SSEに走る神居断層の東側に広く発達し，黒色石英片岩

を主とし一部に緑色片岩を挾んでいる。走向・傾斜は一

定でないが，走向N－S～N400W，傾斜40～600Eを示

すものが多い。

　石狩層群は調査地域の南端部の上班漢以南に広く分布・
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する．が，地域内には音江山西麓の加賀団体附近に小範囲

・を占めて露出するだげである。上班湊附近の石狩層群は一

赤平含化石層以下の地層で，走向N45。W，傾斜10～

200NEを示している。加賀団体附近のものは露出が小

範囲であるが，採集した化石や岩相によつて，おそらく

赤平含化石層に対比されるものと思われる。走向N5～

150Wで西方へ400内外傾斜し・上部は滝川累層に不整

・合に覆われ，』下部は断層で滝川累層と接している・

　川端累層は層厚2，300m以上に達し，ほとんど直立

に近い傾斜でほ黛煎W～SE方向の1背斜・2向斜構造

を形成している。本累層は東西約4kmの幅で分布し，

その西部は滝川累層に不整合に覆われ，東部は神居断層

で神居古澤変成岩類と接するがず調査地域の北東部では

・同変成岩類を不整合に被覆しているようである。　1

　滝川累層は一般に10Q以下で西方に緩傾斜する単斜構

造を形成し，その厚さは300m以上である。

　内大部断層以西における滝川累層は，おそらく石狩層

群を直接不整合に覆つているものと思われる。他方内大

部断層以東の川端累層下に石狩層群が伏在するか否かは

不明であるが，伏在するとしても地質構造から推測して

相当深処になる可能性が強い。

1．緒　　言

　L1調査の目的
　石狩炭田の北辺部にあたる本調査地域は，その大部分

が新第三系の滝川・川端両累層や，イルムケップ火山の

噴出による安山岩ならびにその砕屑岩からなつ七おり，

空知川流域に広く分布してい為石狩層群はこれらの岩層

によつて覆われ，いわゆる予想炭田と称すべぎ地域であ

るo

　戦後本地域周辺，すなわち空知地区と北方留萌炭田雨

竜地区との地質的関係が問題となつてきた。これと同時

、に，音江山西麓の稲田の沢上流の加賀団体附近に石狩層

群の一部の露出が知られ，これが赤平含化石層であるら

しいことがわかり，本地域の炭田としての価値がクロ’一

ズアヅプされるようになつた。本調査においては，川端・

滝川両累層の構造を究明して，その下位に石狩層群が伏

在するかどうか，伏在するとすればその深度はどれくら

馬・かを推測することを主目的としている。

　玉．2　調査員および調査期間

　　通商産業技官　逆瀬川清丸・小島光夫

第・次｛皇1暮懲雛羅謝・・日間

第2次｛購脇第鷲鴇／22日間

　た黛し小島は昭和26年度は7月30日から30日間で
、ある。

1．3調査の精度・
地理調査所発行の5万分の1地形図による概査であ蒸

が，露出がきわめて悪く，とくに滝川累層やイルムケヅ．

プ火山の熔岩・岩屑などが発達している地域は，厚い表

土のため精度は一般に低い。

本調査に際し，多大の御指導・御支援を賜つた三井鉱

山株式会社田代修一・中小原潤海・堤正俊・小原寿二・

太田忠夫の諸氏に対し，深く謝意を表する。

　なお採集した化石の鑑定には本所大山桂・棚井敏雅両

技官をわずら矛）した。

2．位置および交蓮

　本地域は石狩国空知郡芦別町・音江村・上川郡神居村ら

雨竜郵納内村・深川町・多度志村を含む。調査地域のほ

黛中央南寄りに位置するイルムケップ火山は，滝川市街

地の北東20km，旭川市の西南西24km，深川市街地の

南東9kmに当る。調査地域は多度志川を北限とし，西

は岩瀬農場一円山一西沖里河を結ぶ線，東は字佐美農場

一神居古潭を結ぶほ壁南北線，南は班漢幌内川支流二股

沢の北岸でかこまれた区域で，その面積は約220km2』

である。

1　交通は便利で，調査地域の北部を函館本線が，南方を

根室本線がぞれぞれ束西に走り，地域内に深川・納内・

神居古灌（以上画館本線），平岸・芦別（根室本線）の5駅

がある。またバスが調査地域の東部を芦別一更進一旭川

間1日3往復，更進一納内一深川間および芦別一新城聞

にもそれぞれ1日3往復しているほか，旭川一深川一留

萌間にもi数往復Lている。冬期には積雪多量のた嶺芦別・

一新城一更進間のバスの運行は不能になるという・一方

調査当時芦別一深川間の鉄道敷設運動がさかんにおこな

われていたが，この計画が達成されると，なおいつそう

交通は便利となる。

3．地　　形

調査地域の東縁を劃する夕張山脈北部は，神居古潔変

成岩類と蛇紋岩とからなり，標高600～800mの一般に

峻瞼な山脈を形成しているが，蛇紋岩の分布地帯は山容

がゆるやかである。川端累層と滝川累層との分布地帯は

比高100～150mのかなり単調な波状丘陵を示しており

こg単調さを破つて標高860mのイルムケッズ火山が

そびえている。’

水系のおもなるもりは，調査地域の中央よりや二北寄

りを蛇行しながら西流する石狩川で，ほかに内大部川と

班漢幌内川とがある。前者は新城峠附近から北流し神居

古灌の部落附近で石狩川に合し，後者は夕張山脈の北部

に源を発して新城附近から南に流れ，下班漢で空知川に
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北海道羅煽轡地域概査瀦（逆瀬刀1激）

合する。、石狩川

を除いてはいず

れも水量は豊富・

でない。

4．地質

Wたどし
、

4。1’地質概読　　　切△183　　　’

灘繁￥　納内
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域内にはごく小
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第ま図　　位置および交通図

砂岩・泥岩・礫岩の互層で，調査地域に広く分布し，石

狩層群と川端累層とをそれぞれ傾斜不整合におNつて，

一般に西方へ100以下の低角度で傾謝Lている。神居古

漂変成岩類は地域の東縁部において上位の川端累層と一

部不整合，大部分逆断層？（神居断層）の関係にある。

これらのほかに，火成岩として神居古澤変成岩類を貫ぬ

く蛇紋岩や，滝川累層堆積末期に噴出しイルムケヅプ山

を構成している安山岩とその砕屑岩，およびコヅプ山の

．玄武岩などがある。

　4．2層序
　4．2．1神居古漂変成岩類

．本変成岩類は，調査地域の東縁部をほ聖NNW－SSE

に走る神居断層の東側に広く発達し，標高600・》800m

夕自動車道路

翅　　　　日召矛026年度

　　　　調査区域
　　　　　　　『

蕊　　　　昭和27年度
　　　　調査区域

0　2　4　6Km．

の山脈を形成Lている。石狩川の神居古澄峡谷は，本変

成岩類の模式地として有名である。筆者らは神居古漂変

成岩類の分布地域内は，神居断層から僅々1km程度し

か調査していないが，調査した限りでは本変成岩類は黒

色石英片岩を主とし，一部に緑色片岩を挾んでいる。ま

た多少片状をもつた砂岩の薄層もみられる。走向は一般

にN－SないしN400Wで，40・》600EまたはNEの
傾斜を示すものが多い。

4．2．2　石狩層群

本層群は調査地域南端部の上班漢以南に広く分布する

が，調査地域内にはほかに音江山西麓の加賀団体附近に

小篤囲に露出するだけである。上班漢附近に露出する

石狩層群は赤平含化石層以下の地層に対比され，走向
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lN450W，傾斜10
～2・Mを示し篠

謙灘樺
箏5冬に示すよう／
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　　　　　　　1以下である。砂岩は炭質物を含み，それが層面に沿う時

　　　　　　　　は筋状を呈し，薄板状に剥離する。
　　　　　　　　　天日農場北方の本層の最下部には，40m以上の暗灰

　　　　　　　　色無層理の灘泥岩層があつて1しばしばCαZJ初郷詔sp・

　　　　　　　　を含む大少多様の泥灰岩の団塊を含んでおり，夕張・芦

　　　　　　　　別両地方でみられる幌内層の岩相に類似している。この

　　　　　　　　泥岩中から産する化石はCαZ伽郷3詔sp．のほカ・に動一

　　　　　　　　8％s∠4魏ゆφ（ABICII），ひ肋欝cfr．郷言oψ％吻露o　Hu　et

　　　　　　　　C鮎N班などである。またそのほか保存不良で鑑定にた

　　　　　　　　えない貝化石もまれに産する。

　　　　　　　　　本層の中部は砂岩・泥岩の不規則な互層帯で，海優貝

　　　　　　　　化石を豊富に産する。神居古漂および杉原の沢附近で採

　　　　　　　　集した化石は，下記のとおりである（＊印は多産）。
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第5図　 力日賀團畳豊附…近石狩セ統柱封犬図

砂岩層と幌新砂岩頁岩互層≧をあわしたものに相当する

ものと考えられる。中粒ないし細粒砂岩を主と1し，泥岩

を従とする互層で，礫岩の薄層を挾むことがある。礫岩

はレ、ソズ状で連続性がない。．礫は珪質岩で大きさは卵大

　Cho多z6hooθ」召　sp．

　D8吻Z2耀“oo吻！徽郷”YOKOYAMA

　D．sp．
　1舜480ダαア勉sp．

　勘1伽！グ乞s！加」α（YOK．）

＊漁oo卿40認6醐即（GM肌IN）

　躍．cfr．卿躍磁η40痂DAI」・

　M．cfr．o汐≠伽（Yb鼠．）

　ハ尼7％06α74癩77¢　（1彰ε％‘zε‘z）　sp。

　Poプ’娩伽（Poグ♂伽吻JJ廊）sp。
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　Sθ7擁2ウz6s～sp。

　Thグα62α々αた％η¢α％‘z　（YOK．）

＊yo観α♂0々襯α81厩（YOK．）

　また植物化石もまれに産するが，同定できたのはS仏

が％卿cfr．s66が6鰯卿IROXBだけであつた。

　本層の上部は厚さ50cm内外の砂岩と，20｛・30qm・

の泥岩とめやX規則的な互層であるが，露出不良のため

化石は見出せなかつた。

　4．2．3．2　内大吝5層

　本層は当地域の川端累層の上部を占める層厚1，000m

以上の地層で，上床国夫の幌新黒色頁岩層や佐々保雄の

多度志頁岩層にほ貸該当するもので，下位の天日層とは

漸移しているo

　本層は暗灰色の泥岩を主とし，中粒ないし細粒砂岩を

従とする互層であるが，上部ほど砂岩の量は少なく，層

理不明の泥岩層となる。泥岩は風化すると黄褐色を帯び

て細かく割れ，幌内層に似た外観を呈する。

　本層中には化石はきわめてまれで，Co蜘がo勉ρ勿伽郷

％側卿伽％」：NATHORSTのほか，貝化石を若干採集した

が，これは保存が悪く種属の識別はできなかつたQ
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　4．2．4滝川累層

　本累層は石狩層群と川端累層とを傾斜不整合に被覆

し，調査地域の広い部分を占めて発達する。その厚さは

300m以上である。

　本累層は大体下位から次の3層に区分することができ

る。

　（1）　帯緑茨色凝茨質泥岩・砂岩・礫岩層

　（2）淡次色凝友質砂岩・泥岩層

　（3）帯黄福色砂岩・礫岩層（集塊岩質礫岩層を含む）

　しかしながら本累層は岩質の変化が著しく，また鍵層

がないので，厳密に各層を区分して地質図上に表現する

ことはきわめて困難である。したがつて地質図上には集

塊岩質礫岩のほかは，一括した。

　4．2．4．1帯緑友色凝庚質泥岩・砂岩・礫岩層

　滝川累層の最下部を占める地暦で・帯緑灰色擬灰質泥

岩を主とする。本層は溺谷を埋めて堆積したもののよう

で，その厚さは基盤の地形に支配され，場所によつて著

しく変化するが，上班漢附近においては約60mの厚さ

がある。音江山西麓の加賀団体附近では，本層の基底部

から次の化石が識別されたが，、ほかの地域では認められ

なかつた。

　　ハのα6寓彫がoグ郷お　（BδHM）

　　漁60ア照o認oθ翅α（GMEIエN）

　また本層は亜炭の薄層（30cm以下）を挾むことがあ

るが，これは炭質も悪く稼行の対象にはならな㌧・。

　4．2．4．2淡灰色凝灰質砂岩・泥岩層

　本層は層厚約150mの砂岩・泥岩の不規則な互層で

ある。全般的に凝灰質で，数枚の灰白色凝灰岩層（20cm

内外）を鋏むが，連続性はないようである。薪城南方約2

kmの本層中には，神居古漂変成岩類のほとんど水磨を

うけない角礫が含まれ，あたかも段丘礫層の観を呈する

ところがある。納内の北西方約4kmのコヅプ山東側の

沢では，本層から次の海極貝化石を採集した。

　　Tz‘7痂8Z勧∫o痂」初α渉αSow．

　　漁oo卿α6認6αグ6α（GMELIN）

　4．2．4．3帯黄褐色砂岩・礫岩層（集塊岩質礫岩層を含

む）

　本層は粗粒砂岩を主とし，礫岩を従とする層厚約1GO

mの木規則な互層で，泥岩や亜炭の薄層を挾む。亜炭

は数枚あるがいずれも障さ50cm以下で，炭質も悪く

稼行の対象にならない。

　コヅプ山の中腹と深川駅北東方約2．5kmの円山附近

に集塊岩質礫岩層が分布するが，この集塊岩質礫岩は古

期岩類の円礫のほかに玄武岩の角礫を含み，火山灰によ

つて膠結されたものである。この玄武岩礫は鏡下で観察

すると撒騰石を含んでおり，コヅプ山を構成する玄武岩

　　　（逆瀬川清丸）

と同質のものとみなされる。おそらくこの集塊岩質礫岩

層は，コップ山玄武岩の噴出とほ父同時期に堆積したも

のであろう。

　4．2．5第四系

　段丘堆積層と沖積層は砂・礫および粘土からなつてい

て，石狩川・内大部川・班漢幌内川の各河川の流域に分

布している。，

　岩屑はイルムケヅプ山の山麓部に広く分布し，大小多

様の安山岩角礫やその風化土砂からできている。

　崖錐層は更進市街地の東方の神居山の西麓部や新城峠

の東方に分布し，おもに神居古漂変成岩類の角礫から構

成されている。

　4．2．6火成岩類
　本地域に分布する火成岩類は，蛇紋岩・安山岩および』

玄武岩である。

　4．2．6。1蛇紋岩

　本岩は神居古湾変成岩類を貫ぬいて数ヵ所に分布Lて

いる。また新城東方の川端累層の分布区域内に東西600

m，南北300mにわたつて蛇紋岩が露出するが，露出不

良のため川端累層との関係をあきらかにすることができ

なかつた。

　4．2．6。2安山岩

　本岩はイルムケップ火山を構成する。新城の南西にあ

たる川岸の大崖において滝川層上部の砂岩礫岩層の上位

に同質の安山岩角礫を含む集塊岩があつて，これは明ら

かに上記互層と整合である・よつて本岩の腹出は滝川累

層の堆積末期に始まつたものと考えられる。

　本岩には石英安山岩・角閃安山岩・含角閃石複輝石安

山岩・含角閃石撒騰石複輝石安山岩および緻撹石複輝石

安山岩などの種類がある。

　4．2．6．3玄武岩

　本岩は撒騰玄武岩でコヅプ山および西挿里河の三角点

113．8m附近に分布する。

　既述のようにコヅプ山の中腹に諏麓玄武岩の角櫟を含

む集塊岩質礫岩があるが，この玄武岩角礫はコヅプ山を

構成する玄武岩と同質のものであるので，本岩の噴出時

期は滝川累層の末期と考える。

　4．3地質構邉
　本地域の地質構造のおもなものは上多度志・高津山両

向擬，東爾武山背斜および神居・内大部両断層である。

　川端累層は調査地域の中央部更進附近から納内北東方

にかけて最もよく発達し，その厚さは2，300m以上に

達する。走向はNS’》：N40。Wで，東あるいは西へ50

～80Qに急斜し，1背斜・2向斜構造を形成している。

また納内北東方の神居断層以東に発達する川端累層は，

神居古漂変成岩類を不整合に被覆し，小規模な複向斜構
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　造をなしている。
　　滝川累層は石狩層群と川端累層を傾斜不整合に被覆し

　　て広い範囲に分布する。

　　4．3．1神居断層
　　本断層は神居古灌変成岩類の西限を劃する衝上断層ゼ

　　で，日高造山運動に由来する東方からの衝上的圧力によ

　つて形成されたもめと、思われる。本断層の面は露出不良

　　のため確認することができなかつた。

　　4．3．2，内大部断層

　　本断層は下内大部の出会沢附近から南東にのびて新城

　峠北方の杉原の浪に至り，これから南南東に方向を転じ

　　て芦別区域の中の沢断層群（東芦別構造線）2）に連なるも

　　のである。他方出会沢から北西方への延長は明瞭でない

　　が，おそらく潔川駅北東の円山の北麓を通るものと思わ

　　れる。高津山の沢上流で確認した本断層は走吻N300W，

　　傾斜65。SWを示しているo

　　田代修一1）はこの構造線をr美唄一芦別構造線」と名

　　づけ，「石狩統沈積の当初からいわゆる空知炭田沈積盆一

　地の境界線をなしていたものであつて，石狩統基盤の
　　白璽系は常にこの線を境として石狩統各層沈積期間中に

　　沈降または隆起を繰り返したのである・しかして現在の

’　位置に確然と構造線を構成したのは，石狩統の沈積を終

　　り，空知背斜成掌以後と考えられるのである」と述べ

　　ている。

　　’今回の調査においては，本断層の性格を究めるために

　　は，鯵とんど資料もなく今後の研究にまたねばならない

　　が，地質構造と地質分布状態から，本断層以西の滝川累

　　層直下には石狩層群の伏在が予想される・

　　4．3．3東爾武山背斜

　　本背斜はRNW－SSE方向に走り，北西方に軸傾斜す
　　る。東翼は走向N－S～喪400W，傾斜60～90QE，西翼は

　：N・S～N300Wの走向で，45～60。W傾斜する。

　　4．3．4上多度志向斜

　　本向余1は上多度志附近にあつて，前記東筒武山背斜の

　　東側にこれとほ父平行している。この向斜も北西方に軸

　傾斜している。東翼は走向N－S・》：N480Wで，70〔・900W

　　あるいはSWの傾斜を示しているQ

　　4．3．5高津山向斜

　　本向剰は高津山附近を．NNW－SSEに走り，国Wに軸

　　傾斜する。東翼は走向N5・》150Wで，65一｝70。W傾斜

　　し，西翼はN20～40。Wで，50～60。NE傾斜する。本

　　向斜は北西方留萌炭田南部の支線の沢向斜3）に続くもの

　　であろうQ

5．石　　提、

本調査区域には滝川累層中に炭層（亜炭）の露頭が認め

られるが，石狩層群（赤平含化石層）と川端累屠中には，

今のところ認められない。滝川累層中の亜炭層は薄層で

炭質も悪く連続性もないので，稼行の対象にならない。

　　　　　　　6．結　　論

本調査地域を構成する地質は，古期のものから神居古

潭変成岩類・石狩層群・川端累層・滝川累層・第四系お・

よび火成岩類である。

神居古潭変成岩類は，蛇紋岩を混えて神居断層塚東にノ

広・く分布している。

石狩層群は上班漢以南と、音江山西麓の加賀団体附近に．

滝川累層に不整合に被われて，小範囲に分布している。、

前者が赤平含化石層以下に対比されることに疑いはな

い。後者の所属に対しては平岸含化石層といつてまだ確

定していないが，こ二ではあいるは赤平含化石層といΣ

あるいはプ応赤平含化石層の一部とみなして諮く。

川端累層は内大部・神居両断層に挾まれてf背擬・2

向斜構造をなして分布するほか，調査地域の北東隅に神

居古漂変成岩類を不整合に被つて分布Lている。、採集化

石からその地質時代を推定すれば，中新世中期ないL後一

期である。

滝川累層は石狩層群と川蝿累層≧をいずれも斜走不整

合的に被覆し，下位層の地質構造に支配されない。一般

に100‘以下の緩傾斜を示している。

　内大部断層以西の滝川累層め直下に石狩層群の伏在が

予想されるので，深川平野に物理探査を実施することが

望ましい。、

　神居・内大部両断層間に分布する川端累層の下に，石

狩層群が伏在するかどうかは不明であるが，もし石狩層

群が伏在するとしても，同層群の炭層の予想賦存深度が

かなり深くなるので，この地域の炭層稼行はまず不可能

そあろう。（昭和26年6ρ》8月，27年7耳調査）
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